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貸出量は 1951 年 3 月の信用金庫法公布をみて発足以降、金融自由化が進展するまでの間、
概ね順調に伸張した。表 2は信用金庫の預金量、貸出量を他業態金融機関と比較したもので
ある。信用金庫の貸出残高の業態別構成比をみると、1955 年 3 月の 5.7％ から金融自由化
が本格化し始める 1980 年 3 月にかけて 14.4％へと上昇した。その後金融自由化の深化につ















に低下した。内閣府によると、日本の実質GDP成長率平均は 1947～1973 年で 9.1％、1974






1.72％、1975 年度 1.11％、1980 年度 0.65％、1985 年 0.24％、1990 年度 0.35％、1995 年度





























































Beck et al. （2004）はアメリカを含めた 74 カ国のデータをもとに中小企業金融を分析




































Ryan et al.（2014）は、2005～2008 年の 4カ年についてヨーロッパ 20 カ国 11.8 万社の
中小企業を対象に、bank market power と「中小企業への信用制約」とについて研究し、
①bank market power―彼らは、それを Lerner index（=銀行の限界コストを上回る価格
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Berger et al. （2007）は、「地理的多様化により大規模化した銀行にとっては、特に
opaque な中小企業への貸出が不利なのか？」という疑問を否定する。小規模行と比較した
大規模行の中小企業貸出比率（中小企業貸出／総資産）は低い。それは、大規模行が分子を
縮小させたというより business loan やその他の資産で分母を拡大させたためである。大規
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模行は、地理的多様化で顧客企業との地理的距離が拡大するばかりでなく、地域内の顧客構
造が変化し、貸出手法をRBから TB手法―その手法には financial statement lending,
























DeYoung et al.（2004）は 1970 年代以降のアメリカの金融革新の経緯を述べ、その中で

















































































































せて実施する。すなわち、全規模、6000 億円以上、3000 憶円以上 6000 憶円未満（以降、







わせは全 300 通りとなる。これら推計結果を規模別グループ毎にまとめたのが表 10～表 14











有意だったのに対し、X4b は 03 年度が負、13 年度は正と符合が逆転した。X4a の負値は、
信用金庫の業務を貸出金利収益業務と有価証券業務収益とに大別した場合、後者業務のリス




といえる。モデルの当てはまりを示す自由度修正済み決定係数は、03 年度が総じて 0.7 弱







用金庫の経営行動に大きく作用している。X3 も Y1 同様に、両年度とも有意ではなかった。
このように、全ての推計モデルで予想の符号条件と合致したのは X2 のみであり、他は一部
であったり全く有意とはならなかった。効率性指標は、用意した 2指標の有意性が年度で
はっきりと分かれた。X4a は 03 年度のみが１%で正に有意であり、X4b は逆に 13 年度のみ
が１%で正に有意であった。自由度修正済み決定係数は、用意した被説明変数の中で も低


















だった。特に、03 年度のROA推計はクロスセクション推計にしては 0.7 弱と高い値を示し
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ついても同様に、X5c1、X5c2、X5c3 の 3 つを用意した。前節で提示したROAを被説明変数
とした計量モデルに、これら人口密度、製造・商業売上高、事業所数変数群から一つずつ
ピックアップした全 720 通りの組み合わせについてOLS推計を行った８）。推計時点は、前
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しまう（この場合、2003 年度の 81％から 2013 年度の 31％ へと半分以下となってしまう）。しか
し実際は、本渡市、牛深市、有明町、御所浦町、倉岳町が合併して天草市となるため、2003 年度
当時の市町村を 2013 年度現在の市町村に置き換えて計算すると、差は大きく縮まる。






７）森・得田（2017・2018）での Pooled パネル推計（2003～2013 年度の毎年）では、全規模、0.7 兆
円以上、0.5～0.7 兆、0.3～0.5 兆、0.15 兆～0.3 兆、0.15 兆円未満と 6つのグループに分けていた。
しかし、小論では 2003 年度と 2013 年度の単年 2ヵ年度に限ったクロスセクション推計のため、こ
れまでの区分ではサンプル数に偏りが生じる。そのため 5グループに変更した。
８）推計結果の一部は筆者ホームページ https : //www.biwako.shiga-u.ac.jp/sensei/m-tokuda/
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